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1. 河川防災情報の取得方法（平常時）
ハザードマップポータルサイト（重ねるハザードマップ）

2. 河川防災情報の取得方法（出水時）
川の防災情報（河川水位、河川カメラ、レーダ雨量）
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メディア連携協議会の設立経緯
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川の防災情報
ハザードマップポータル



4

□川の防災情報、ハザードマップポータルサイト

情報共有プロジェクトの施策例



３．河川防災情報の取得方法（平常時）
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重ねるハザードマップ
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重ねるハザードマップで表示できる情報
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8ハザードマップポータルサイト https://disaportal.gsi.go.jp/

□避難に役立つ情報～ハザードマップポータルサイト～
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河川防災情報の取得方法（平常時）

【令和５年５月３０日改良点】
住所入力または現在地検索で、
その地点の災害リスクと災害時
にとるべき行動を表示
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河川防災情報の取得方法（平常時）

・検索地点の「災害リスク」と「とるべき行動」を表示
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河川防災情報の取得方法（平常時）

・検索地点周辺の「災害リスク」を重ねて表示し、避難ルートを確認

洪水浸水想定区域

土砂災害警戒区域
（急傾斜地の崩壊）

土砂災害警戒区域
（土石流）

土砂災害警戒区域
（地すべり）
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河川防災情報の取得方法（平常時）

・災害リスク情報と指定緊急避難場所※を重ねて表示可能

津波浸水想定区域

指定緊急避難場所
（津波の場合は堅牢な
建物の上層階や屋上）

市町村が指定する避難場所には以下の2種類あります。
●指定緊急避難場所
津波、洪水等、災害による危険が切迫した状況において、災害の危
険から命を守るために緊急的に避難する場所（公園やグランド、津
波の場合は堅牢な建物の上層階など）

●指定避難場所
災害の危険性があり避難した住民等が、災害の危険性がなくなる
まで必要な期間滞在し、または災害により自宅へ戻れなくなった住
民等が一時的に滞在することを目的とした施設（小中学校など）



３．河川防災情報の取得方法（出水時）
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13川の防災情報 https://www.river.go.jp

川の防災情報



川の防災情報 地図から探す
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・表示画面内に基準値を超過した観測所がある場合、右下に一覧表示

水位観測所 雨量観測所 危機管理型水位計

水位計には以下の2種類あります。
●水位観測所
河川の水位状況を把握するため、国や地方自治体（都道府
県、市町村）の河川管理者が各河川の重要な地点に自記水
位計を設置している箇所。

●危機管理型水位計
革新的技術開発プロジェクトにより開発した、洪水時の観測
に特化した水位計。携帯通信網の利用、汎用部品の活用に
より大幅にコストダウン・サイズダウンを図ったもの。



危機管理型水位計
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川の防災情報 地図から探す
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・浸水想定区域図を重ねて表示



川の防災情報の主な機能① 水位情報
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・調べたい水位観測所を選択し、リアルタイムの水位を確認。

水位観測所



水位に応じた避難情報と求められる避難行動

・警戒レベル４（氾濫危険水位）までに避難を完了する！
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川の防災情報の主な機能② 河川カメラ
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・調べたい河川カメラを選択し、リアルタイムの河川状況を確認。

河川カメラ



川の防災情報の主な機能
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・詳細情報から、水位と河川カメラの映像を一画面に表示

水位グラフ河川カメラ

観測値一覧

横断図



川の防災情報の主な機能③ レーダ雨量
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・レーダ雨量計によるリアルタイムの解析雨量を確認

ＸＲＡＩＮ



川の防災情報の主な機能③ レーダ雨量
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・レーダ雨量計によるリアルタイムの解析雨量を確認

Ｃバンドレーダ



レーダによる雨量観測
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Radar：Radio detection and ranging
• 電波のエネルギーを散乱あるいは反射する特性を持った目標物を検出（

detection）し、その位置を測定（ranging）するための電子機器の一つ
• 電磁波の往復による時間から距離を、空中線（アンテナ）の向きから方位、
仰角を得ることで、目標物の存在する場所を測定

送信波

受信波

散乱



ＣバンドレーダとＸバンドレーダ違い
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Ｃバンドレーダ（定量観測半径120km）は広域的な降雨観測に適するのに対し、Xバンド
MPレーダ（定量観測半径60km）は 観測可能エリアは小さいものの局地的な大雨について
も詳細かつリアルタイムでの観測が可能

【従来レーダ（Cバンドレーダ）】
（1kmメッシュ、配信周期:5分

観測から配信に要する時間 5～10分）

【XバンドMPレーダ】
（250mメッシュ、配信周期:1分

観測から配信に要する時間 1～2分）

高
頻
度
（
5
倍
）

高
分
解
能
（
16
倍
）



乙部岳（C-MP）

霧裏山（C-MP）

ピンネシリ（C）

石狩（X）

北広島（X）

レーダ雨量計の整備状況（北海道開発局）

円は定量観測範囲
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Xバンド(半径60km)

留萌川

石
狩
川

尻別川

後志利別川

十
勝
川

網走川

常呂川
湧別川

渚滑川

天塩川

釧
路
川

鵡川

沙流川

函岳（C-MP）

空知川
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レーダ雨量計
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・北海道には4基のCバンドレーダと２基のXバンドレーダが配備されています。
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